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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当行グループの当第１四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、その他業務収益及びそ

の他経常収益の減少などにより、前年同四半期比４億78百万円減少の50億64百万円となりました。経常費用は、営

業経費の減少などにより、前年同四半期比１億50百万円減少の40億39百万円となりました。 

 以上の結果、経常利益は、前年同四半期比３億28百万円減少の10億24百万円となりました。 

 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比４億２百万円減少の５億61百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産は１兆5,234億53百万円（前年度末

比402億55百万円増加）、純資産は831億12百万円（前年度末比６億26百万円増加）となりました。主要科目につき

ましては、貸出金は１兆182億60百万円（前年度末比75億31百万円減少）、有価証券は3,606億45百万円（前年度末

比29億80百万円増加）、預金等（預金＋譲渡性預金）は１兆3,883億55百万円（前年度末比383億70百万円増加）と

なりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成30年５月11日の「平成30年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四半

期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

現金預け金 63,739 109,732 

商品有価証券 12 5 

金銭の信託 7,980 8,006 

有価証券 357,665 360,645 

貸出金 1,025,791 1,018,260 

外国為替 1,902 2,349 

その他資産 11,591 9,323 

有形固定資産 15,787 16,138 

無形固定資産 720 790 

退職給付に係る資産 133 343 

繰延税金資産 59 61 

支払承諾見返 2,545 2,476 

貸倒引当金 △4,732 △4,679 

資産の部合計 1,483,198 1,523,453 

負債の部    

預金 1,300,675 1,326,454 

譲渡性預金 49,310 61,901 

コールマネー及び売渡手形 371 773 

債券貸借取引受入担保金 － 3,098 

借用金 29,700 33,500 

その他負債 12,613 6,633 

賞与引当金 635 322 

役員賞与引当金 17 8 

退職給付に係る負債 199 199 

睡眠預金払戻損失引当金 169 169 

偶発損失引当金 138 148 

利息返還損失引当金 8 8 

繰延税金負債 2,599 2,920 

再評価に係る繰延税金負債 1,727 1,727 

支払承諾 2,545 2,476 

負債の部合計 1,400,711 1,440,341 

純資産の部    

資本金 10,000 10,000 

資本剰余金 8,208 8,208 

利益剰余金 49,727 50,051 

自己株式 △466 △467 

株主資本合計 67,469 67,793 

その他有価証券評価差額金 12,048 12,317 

土地再評価差額金 2,556 2,556 

退職給付に係る調整累計額 △102 △84 

その他の包括利益累計額合計 14,502 14,789 

新株予約権 137 147 

非支配株主持分 376 383 

純資産の部合計 82,486 83,112 

負債及び純資産の部合計 1,483,198 1,523,453 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

経常収益 5,542 5,064 

資金運用収益 3,974 3,982 

（うち貸出金利息） 3,035 2,924 

（うち有価証券利息配当金） 919 1,035 

役務取引等収益 616 624 

その他業務収益 595 375 

その他経常収益 356 81 

経常費用 4,189 4,039 

資金調達費用 135 127 

（うち預金利息） 120 121 

役務取引等費用 446 458 

その他業務費用 7 40 

営業経費 3,479 3,298 

その他経常費用 120 114 

経常利益 1,352 1,024 

特別損失 1 0 

固定資産処分損 1 0 

税金等調整前四半期純利益 1,351 1,024 

法人税、住民税及び事業税 230 265 

法人税等調整額 150 190 

法人税等合計 381 455 

四半期純利益 970 568 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 7 

親会社株主に帰属する四半期純利益 963 561 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 970 568 

その他の包括利益 △232 286 

その他有価証券評価差額金 △282 268 

退職給付に係る調整額 50 18 

四半期包括利益 737 855 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 731 848 

非支配株主に係る四半期包括利益 6 7 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

  該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

  該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

  該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

  該当事項はありません。
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３．補足情報

平成31年３月期 第１四半期決算説明資料 

 

（１）損益状況（単体） 

 

●コア業務純益は、資金利益やその他業務利益（国債等債券関係損益を除く）が増加し、経費が減少したことなどに

より、前年同期比１億77百万円増加の８億20百万円となりました。

●業務純益（一般貸倒引当金繰入前）は、国債等債券関係損益が減少したことにより、前年同期比１億11百万円減少

の10億85百万円となりました。

●経常利益は、株式等関係損益が減少し、実質与信関係費用が増加したことなどにより、前年同期比３億26百万円減

少の10億８百万円となりました。

●四半期純利益は、前年同期比４億円減少の５億56百万円となりました。 
 

（単位：百万円） 
 

 
平成31年３月期
第１四半期
（Ａ）

平成30年３月期
第１四半期
（Ｂ）

増減
（Ａ）－（Ｂ）

（参考）
平成31年３月期
第２四半期
累計期間予想

業 務 粗 利 益

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

4,309 

(4,044) 

4,554 

(4,001) 

△245

(43) 
 

  資 金 利 益 3,849 3,832 17  

  役 務 取 引 等 利 益 148 157 △9  

 
そ の 他 業 務 利 益

（うち国債等債券関係損益）

310

(264) 

564 

(552) 

△254

(△288) 
 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 3,224 3,358 △134  

  人 件 費 1,776 1,783 △7  

  物 件 費 1,258 1,277 △19  

  税 金 189 297 △108  

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 1,085 1,196 △111  

  （ コ ア 業 務 純 益 ） (820) (643) (177)  

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① － － －  

業 務 純 益 1,085 1,196 △111  

臨 時 損 益 △76 138 △214  

  う ち 不 良 債 権 処 理 額 ② 16 80 △64  

  う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ 26 97 △71  

  うち偶発損失引当金戻入益④ － 16 △16  

  う ち 償 却 債 権 取 立 益 ⑤ 19 42 △23  

  う ち 株 式 等 関 係 損 益 － 149 △149  

経 常 利 益 1,008 1,334 △326 2,100 

特 別 損 益 △0 △1 1  

税 引 前 四 半 期 純 利 益 1,007 1,333 △326  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 259 225 34  

法 人 税 等 調 整 額 191 151 40  

法 人 税 等 合 計 451 376 75  

四 半 期 純 利 益 556 956 △400 1,320

（参考） 

実質与信関係費用(①+②-③-④-⑤) △30 △75 45  

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２．増減欄の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。

３．平成31年３月期第２四半期累計期間予想は、平成30年５月11日に公表した数値であり変更はありません。

４．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券関係損益

５．コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

 

●金融再生法ベースの不良債権額は、単体・連結ともに前年同四半期末比33億円減少し、単体が222億円、連結が223

億円となりました。 

●不良債権比率は、単体が前年同四半期末比0.41ポイント、連結が同0.42ポイント低下し、単体・連結ともに2.17％

となりました。 

 

【単体】   （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 50 50   51 

危険債権 165 192   169 

要管理債権 6 12   9 

  小 計   （Ａ） 222 255   230 

正常債権 10,041 9,637   10,105 

  合 計   （Ｂ） 10,263 9,892   10,335 

不良債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.17％ 2.58％   2.23％ 

 

【連結】   （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 50 51   52 

危険債権 165 192   169 

要管理債権 6 12   9 

  小 計   （Ａ） 223 256   231 

正常債権 10,050 9,646   10,114 

  合 計   （Ｂ） 10,273 9,902   10,345 

不良債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.17％ 2.59％   2.23％ 
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（３）自己資本比率（国内基準） 

 

●平成30年６月末の自己資本比率（国内基準）［速報値］は、単体が9.22％、連結が9.24％となりました。いずれも

規制値（４％）を大きく上回り、十分な水準を維持しております。 

 

【単体】 （単位：億円） (参考) (単位：億円) 
 

 
平成30年６月末 
［速報値］ 
（Ａ） 

平成29年６月末 
 

（Ｂ） 

増減 
 

（Ａ）－（Ｂ） 
  平成30年３月末 

(1）自己資本比率 (2)／(3) 9.22％ 9.78％ △0.56％   9.16％ 

(2）自己資本 ①－② 694 699 △5   691 

  コア資本に係る基礎項目 ① 701 702 △1   696 

  コア資本に係る調整項目 ② 6 3 3   4 

(3）リスク・アセット 7,533 7,147 386   7,541 

(4）総所要自己資本額 (3)×４％ 301 285 16   301 

 

【連結】 （単位：億円） (参考) (単位：億円) 
 

 
平成30年６月末 
［速報値］ 
（Ａ） 

平成29年６月末 
 

（Ｂ） 

増減 
 

（Ａ）－（Ｂ） 
  平成30年３月末 

(1）自己資本比率 (2)／(3) 9.24％ 9.77％ △0.53％   9.18％ 

(2）自己資本 ①－② 698 700 △2   694 

  コア資本に係る基礎項目 ① 704 704 0   699 

  コア資本に係る調整項目 ② 6 3 3   4 

(3）リスク・アセット 7,554 7,171 383   7,561 

(4）総所要自己資本額 (3)×４％ 302 286 16   302 
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（４）時価のある有価証券の評価差額 

 

●時価のあるその他有価証券の評価差額は、単体・連結ともに175億円の評価益となりました。

 

【単体】   （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末 

   
時価 

評価差額 
時価 

評価差額  
時価 

評価差額 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

その他有価証券 3,565 175 207 32 3,429 193 207 13   3,538 171 199 27 

  株 式 93 63 63 0 95 64 65 0   91 61 61 0 

  債 券 2,175 46 47 0 2,430 56 57 0   2,263 49 49 0 

  そ の 他 1,295 65 97 31 903 71 84 12   1,183 60 88 27 

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は帳簿価格（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上してお

ります。

２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。子会社・関連会社株式は該当がないため記

載しておりません。

    （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末 

   
帳簿 
価格 

含み損益 
帳簿 
価格 

含み損益  
帳簿 
価格 

含み損益 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

満期保有目的の

債券
29 △0 0 0 18 △0 0 0   26 △0 0 0 

 

【連結】   （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末 

   
時価 

評価差額 
時価 

評価差額  
時価 

評価差額 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

その他有価証券 3,565 175 207 32 3,429 193 207 13   3,538 171 199 27 

  株 式 93 63 63 0 95 64 65 0   91 61 61 0 

  債 券 2,175 46 47 0 2,430 56 57 0   2,263 49 49 0 

  そ の 他 1,295 65 97 31 903 71 84 12   1,183 60 88 27 

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は帳簿価格（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上してお

ります。

２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。子会社・関連会社株式は該当がないため記

載しておりません。

    （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 
 

    平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末 

   
帳簿 
価格 

含み損益 
帳簿 
価格 

含み損益  
帳簿 
価格 

含み損益 

      うち益 うち損   うち益 うち損     うち益 うち損 

満期保有目的の

債券
29 △0 0 0 18 △0 0 0   26 △0 0 0 
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（５）預金等、貸出金の残高（単体） 

 

●預金等（預金＋譲渡性預金）の残高は、新潟県内を中心に前年同四半期末比368億円増加し、１兆3,883億円となり

ました。

●貸出金の残高は、事業者向け貸出及び消費者ローンの増加などにより、前年同四半期末比363億円増加し、１兆185

億円となりました。

 

    （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末

預 金 等 （ 末 残 ） 13,883 13,515   13,499 

  う ち 新 潟 県 内 12,398 12,013   11,925 

  う ち 個 人 9,727 9,571   9,641 

貸 出 金 （ 末 残 ） 10,185 9,822   10,260 

  う ち 新 潟 県 内 6,812 6,675   6,909 

  う ち 消 費 者 ロ ー ン 2,934 2,826   2,908 

 （注）預金等＝預金＋譲渡性預金 

 

（６）預り資産（末残）の状況（単体） 

 

●預り資産の残高は、保険が順調に増加した結果、全体では前年同四半期末比33億円増加し、1,283億円となりまし

た。

 

    （単位：億円）  （参考）（単位：億円） 
 

  平成30年６月末 平成29年６月末   平成30年３月末

預 り 資 産 1,283 1,250   1,265 

  投 資 信 託 398 398   391 

  公 共 債 163 182   164 

  保 険 721 669   709 

 

以  上
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